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第１６章 教育委員会 

 

第１節 教育総務課 

 

   〔総括概要〕 

 

    教育文化都市として一層の飛躍を目指し、「開かれた教育委員会」、「安全安心

な施設・設備づくり」に力点を置き、各種事業の推進を図った。  

    教育委員の活動としては、教育委員会を教育施設である地区公民館を中心に巡回

しながら開催し、教育に関する協議を行った。各種研修会等にも積極的に参加した。  

市立学校の管理運営については、公平かつ良好な教育環境を整備するため、施設

の維持管理並びに各種教材備品等の充実を推進すると同時に、子どもたちが高度情

報通信ネットワークに主体的に対応できる能力を育成するため、教育用コンピュー

タとその利用環境の整備を推進した。また、教職員の事務負担軽減、セキュリティ

の向上等を目的とした栃木市版校務支援システムを策定し平成28年度から運用を開

始する。また、学校勤務の市職員の資質向上を図るため、図書館事務担当者に研修

会を実施した。  

学校の施設整備については、大地震などによる学校施設の倒壊被害を未然に防止

し、児童・生徒をはじめとする施設利用者の安全と災害発生時の避難場所を確保す

るため、大平中学校屋内運動場の耐震補強工事、栃木東中学校ほか3校の武道場及び

都賀中学校の多目的ホールの天井等改修工事を実施した。また、耐震強度が低く老

朽化の激しい建物については改築工事を実施し、大平南小学校校舎、家中小屋内運

動場の工事を完了した。大平中学校校舎については、工事に着手し、平成 28年度も

引き続き改築工事を実施する予定である。  

安全で快適かつ良好な教育環境の整備のために、小学校では、 12校の普通教室等

にエアコンを設置した。また、栃木第三小学校ほか2校でトイレの洋式化工事を実施

した。その他、給排水設備、照明器具など学校施設の改修・修繕及び施設の保守点

検などを各校において実施した。  

学校適正配置については、平成 27 年 2 月に設置された栃木市立小中学校学区審議

会において、市内小中学校の学校適正配置についての内容、方法等について審議を

重ね、平成 28 年 1 月に「栃木市立小中学校の適正配置の基本方針（答申）」が出さ

れた。本答申を踏まえ、平成 28 年 2 月に教育委員会では「栃木市立小中学校適正配

置基本方針」を策定した。  

  また、小規模校の教育活動活性化のため、小規模特認校制度を推進しており、大

宮南小、国府南小、真名子小、小野寺北小を特認校として指定し、それぞれ推進委

員会を設置した。  

 

 教育総務担当   

 

１ 規則等の制定、改廃件数    25件 
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２ 教育委員会の開催状況  

開催日 
定例会    

臨時会    
の別  

付議件数（件） 
開催場所 

議案 協議 報告等 

4月20日(月)  定 例 会  5 1 2   市役所 

5月25日(月)  定 例 会   11 2 2   真名子夢ホール  

6月29日(月)  定 例 会 4 - 1   市役所 

7月27日(月)  定 例 会  3 - - 大平公民館  

8月24日(月)  定 例 会 2 - 1 都賀中学校 

9月18日(金)  定 例 会   2 2 2   市役所 

10月23日(金)  定 例 会 1 - 1   市役所 

11月20日(金) 定 例 会 4 - - 
岩舟健康福祉  

センター 

12月21日(月) 定 例 会 4 - 2 市役所 

1月25日(月) 定 例 会 11 - 2 藤岡遊水池会館  

2月25日(木)  臨 時 会 1 - - 市役所  

2月29日(月)  定 例 会 7 3 1 市役所 

3月11日(金)  定 例 会 3 - 1 藤岡遊水池会館  

 

３ 教育委員の構成 

職名 氏名 性別 
就任年月日 備考  

任期満了  

委員長 後 藤 正 人 男 
平成22年5月19日 

平成30年5月18日 

平成 22 年 5 月 19 日 

委員長に就任  

委員長職務代理者 筑比地  幸  子 女 
平成22年5月19日 

平成28年5月18日 

平成 22 年 5 月 19 日 

職務代理者に就任  

委員 福 島 鉄 典 男 
平成22年5月19日 

平成29年5月18日 
 

〃 若 林 由美子 女 
平成22年5月19日 

平成31年5月18日 

 

〃 荒  川   律 男 
平成23年11月25日 

平成31年11月24日 

 

〃 林   慶 仁 男 
平成26年5月19日 

平成29年5月18日 

 

〃 

(教育長) 
赤 堀 明 弘 男 

平成22年5月19日 

平成30年5月18日 

 

 

４ 小・中学校図書館事務担当者研修の実施状況  
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  図書館事務員全員を対象とした全体研修、小・中学校を 7つのブロックに分け自主的な

テーマに沿ったブロック研修を行った。 

実施日 全体研修内容 参加者(人) 

5月19日(火) 総会及び研修会（情報交換） 
90  

（延べ人数） 8月27日(木) 
大平図書館「公共図書館の役割について」講

話及び本の修理や展示ついて実演講習 

 

５ 小・中学校への教育用コンピュータの整備と活用の推進  

(1)  教育用コンピュータの整備  

情報教育の推進を図るため、リース方式により、順次計画的に教育用コンピュータ

を導入した。 

・リプレース校                             (単位：台) 

合戦場小学校 73 家中小学校 67 赤津小学校 55 

都賀中学校 73     

 

６ 栃木市奨学金の貸付 

  経済的理由により修学困難な高等学校、専修学校高等課程・専門課程、短期大学、大

学に入学希望者及び在学者に対し、栃木市より奨学金の貸付を行った。  

 (1)  奨学金月額  

区  分 月額（円） 

高等学校・専修学校高等課程  12,000 

専修学校専門課程 

短期大学 

大 学 

自宅通学 25,000 

自宅外通学 30,000 

 (2) 奨学金の貸付状況              

(単位：人) 

 1 学年 2 学年 3 学年 4 学年 合計 

高等学校 1 - 2  3 

短期大学 1 -   1 

大学 7 6 5 7 25 

専門学校 1 3   4 

 (3)  平成27年度末栃木市奨学基金の状況 (単位：円) 

基金額 125,508,643 

貸付金額 70,294,375 

現金額 55,214,268 
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７ 叙位・叙勲の申請・伝達等  

  教育職員に関する叙位叙勲の申請、伝達等を行った。  

  ・叙位 7件 ・叙勲 8件 

 

８ 学校施設の整備状況 

小中学校各校施設整備工事費        92件    80,073,629円 

  小中学校各校維持補修費     438件   37,167,571円 

  小中学校設備保守点検等委託料    149件   64,589,427円 

(1) 主な工事 

業務 

名称 

対象 

施設 
学校名 工 事 概 要  工事費(円) 

校
舎
改
築
工
事 

校
舎 

大 平 南 小  

・建築工事 

RC 造 3 階建 延べ 5,497.71 ㎡ 

校舎、渡り廊下、外構工事  

1,500,120,000 

（平成 26・27 年度 

継続事業） 

・電気設備工事 

電灯設備、動力設備、受変電設備  その他 

247,287,600 

（平成 26・27 年度 

継続事業） 

・機械設備工事 

冷暖房設備、自動制御設備、換気設備  その他 

219,240,000 

（平成 26・27 年度 

継続事業） 

校
舎 

大 平 中 

・建築工事 

RC 造 3 階建 延べ 6,065.97 ㎡ 

校舎、外構工事 

1,597,320,000 

（平成 27・28 年度 

継続事業） 

・電気設備工事 

電灯設備、動力設備、受変電設備  その他 

274,320,000 

（平成 27・28 年度 

継続事業） 

・機械設備工事 

空気調和設備、自動制御設備、換気設備 その

他 

292,680,000 

（平成 27・28 年度 

継続事業） 

屋
内
運
動
場 

耐
震
補
強
工
事 

屋
内
運
動
場 

屋内運動場耐震補強改修工事  

屋内運動場 S 造平屋建 延べ 1,194 ㎡ 

屋外便所 S 造平屋建 延べ 34.20 ㎡ 

屋外倉庫 S 造平屋建 延べ 91.20 ㎡ 

建築工事、電気設備工事、機械設備工事  

130,863,600 

屋
内
運
動
場
改

築
工
事 

屋
内
運
動
場 

家 中 小 

・建築工事 

S 造平屋建 延べ 893.20 ㎡ 

屋内運動場、渡り廊下、駐車場  

260,280,000 

（平成 26・27 年度 

継続事業） 

・電気設備工事 

電灯設備、動力設備、構内情報通信網設備 そ 

28,242,000 

（平成 26・27 年度 
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の他 継続事業） 

・機械設備工事 

給排水設備、消火設備 その他 

12,744,000 

（平成 26・27 年度 

継続事業） 

武
道
場
改
築
工
事 

武
道
場 

栃 木 南 中  

・武道場外解体工事 

武道場、卓球場、部室、渡り廊下  
3,985,200 

・建築工事 

武道場 S 造平屋建 延べ 433.30 ㎡ 

渡り廊下 8.91 ㎡ 

105,559,200 

・電気設備工事 

電灯設備、構内情報通信網設備 その他 
14,040,000 

・機械設備工事 

給水設備、排水設備、雨水設備  
6,544,800 

非
構
造
部
材 

耐
震
化
工
事 

武
道
場 

栃 木 東 中  

外 3 校 

武道場天井等改修工事  

建築工事、設備工事 
38,361,600 

多
目
的 

ホ
ー
ル 

都 賀 中 
多目的ホール天井等改修工事  

建築工事、設備工事 
17,913,960 

小
学
校
空
調 

設
備
設
置
工
事 

校
舎 

栃 木 第 四 小 

外 1 1 校 

小学校空調設備設置工事 

機械設備工事、電気設備工事  
373,042,800 

ト
イ
レ 

改
修
工
事 

校
舎 

栃 木 第 三 小 

大 平 中 央 小 

赤 津 小 

トイレ改修工事 

洋式トイレ設置、小便器改修、トイレブース

改修 その他 

152,722,800 

施
設
整
備 

工
事 

 真 名 子 小 ろ過機改修工事 9,126,000 

藤 岡 第 二 中 屋内運動場屋根改修工事 23,274,000 

(2) 主な業務委託(学校施設整備関係 ) 

業務 

名称 

対象 

施設 
学校名 工 事 概 要  委託費(円) 

工
事
監
理
業
務
委
託 

校

舎 

大 平 南 小 校舎改築等工事監理業務委託  

30,672,000 

（平成 26・27 年度

継続事業） 

校
舎 

大 平 中 校舎改築工事監理業務委託  

34,560,000 

（平成27・28年度 

継続事業 
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屋
内 

運
動
場 

屋内運動場耐震補強工事監理業務委託  3,294,000 

屋
内
運
動
場 

家 中 小 屋内運動場改築工事監理業務委託  

4,600,800 

（平成26・27年度 

継続事業） 

武
道
場 

栃 木 南 中 
武道場改築工事及び解体工事監理業務委

託 
6,706,800 

武
道
場 

栃 木 東 中 

外 3 校 
武道場天井等改修工事監理業務委託  4,665,600 

多
目
的 

ホ
ー
ル 

都 賀 中 多目的ホール天井等改修工事監理業務委託  1,998,000 

校
舎 

栃木第四小 

外 1 1 校 
小学校空調設備設置工事監理業務委託  6,188,400 

校
舎 

栃木第三小 

大平中央小 

赤 津 小 

トイレ改修工事監理業務委託  4,676,400 

実
施
設
計 

業
務
委
託 

校
舎 

大 宮 北 小 

外 6 校 
トイレ改修実施設計業務委託  一式 12,906,000 

 (3) 主な学校施設管理業務とその概要  

業 務 名 概  要 

  自家用電気工作物保守管理  
高圧受変電設備(キュービクル )および電気設備

の保守管理業務委託  

  校舎警備 夜間休日の校舎警備委託 

  消防設備保守点検 
自動火災報知機、屋内消火栓、避難器具その他消

防設備に係る消防法に基づく点検 (年2回)の委託 

  昇降機および給食用ダムウェーター  

保守管理 

乗用および給食運搬用エレベーターの安全性担

保および機能維持のための保守点検委託  

  浄化槽保守管理 浄化槽の機能維持のための保守点検委託 

  浄化槽清掃   浄化槽内汚泥の汲み取り（年 2回） 

  浄化槽水質検査  浄化槽法第11条に基づく水質検査（年 1回） 

  水泳プール循環浄化装置保守  学校水泳プール濾過装置の使用前･後の保守点検 
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  水道貯水槽清掃 受水槽および高架水槽の清掃  

  簡易専用水道管理検査 
受水槽・高架水槽を介して各階に給水する水道設

備の管理状況に関する検査  

 

９ 寺尾中学校セミナーハウス利用状況  

寺尾中学校内に設置された集団宿泊研修施設であるセミナーハウスを開放し、人間性

豊かな児童生徒等の育成を図った。  

・利用者数 延べ377人 

 

 教育政策担当   

 

１ 栃木市教育委員会だよりの発行  

  教育委員会としての役割を明確にし、教育委員会の会議や活動内容等を広く市民に広

報するため、「栃木市教育委員会だより」を作成、発行した。  

 「栃木市教育委員会だより」  

発行 広報とちぎ折込（10月、3月） 

形式 Ａ4判 

発行部数 各53,000部（全戸配布） 

 

２ 学校適正配置の検討 

(1) 栃木市立小中学校学区審議会の開催  

平成 27 年 2 月、教育委員会は市内小中学校の適正配置についての具体的な内容、方  

法等について栃木市立小中学校学区審議会に諮問した。それを受けて、平成 26 年度に 

引き続き平成 27 年度は 5 回審議会を開催し、平成 28 年 1 月に「栃木市立小中学校の 

適正配置の基本方針（答申）」が出された。  

 (2) 栃木市立小中学校適正配置基本方針の策定  

学区審議会からの答申を踏まえ、教育上・学校運営上の諸課題等を解消するととも

に、公平な教育環境を整え、教育の質の向上を図るため、学校適正配置を推進するに

あたって「栃木市立小中学校適正配置基本方針」を策定した。  

(3) 小規模特認校制度の推進  

通学区域外からの児童の入学、転入学を認める小規模特認校制度を導入し、小規模  

校の児童数増加及び活性化を図った。  

大宮南小学校、国府南小学校、真名子小学校、小野寺北小学校を特認校として指定

し、児童募集のためのパンフレットの作製や広報とちぎ、ケーブルテレビを通じての

ＰＲを実施するとともに、来入児等を対象とした説明会を開催した。  


